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１．はじめに 

米国ユッカ山に建設されるトンネル内にて高

レベル放射性廃棄物の貯蔵が計画されている。 
高レベル廃棄物が発する熱によりトンネル坑

内が高温となるだけでなく、表-1 に示すように

地下水に高濃度のイオンが溶出していることか

ら、トンネル支保部材の腐食が懸念される。この

ため本研究では表-2 に示す化学組成を有する拡

張型ロックボルトを対象として上記地下水中で

の鋼材の腐食特性を調べた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．試験結果 

鉄を対象とした水中の酸素濃度と腐食率の関係を図-1
に示す。同図では酸素濃度が高いほど、また温度が高いほ

ど腐食が促進される傾向が示されている。 
一方、各ロックボルトにおける水温と腐食率（nm/年）

の関係を図-2 に示す。水温が 60 度まではいずれのロック

ボルトも腐食率が低いままであるが、90 度になれば急激

に腐食率が高まる結果が得られた。このうちスウェレック

ス Mn24 は高い水温でも腐食率が低いままであるが、こ

れは腐食抵抗性を示す銅の含有率が他のロックボルトよ

り多かったことに起因している。一方 William は硫黄含有

率と炭素含有率が最も高く、これらの物質は鉄の原子配列

を乱すため、腐食率が最も高い結果になったと考えられる。 
  
 

表-1 地下水に溶け込んだ化学物質 

表-2 腐食試験を行ったロックボルトの化学組成 

図-2 温度と腐食率の関係 

図-1 酸素濃度と腐食率の関係 


